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伏
見
酒
造
業
の

議

達

は

が

き

L 

相
官
業
は
、
周
知
の
ご
と
く
、
わ
が
闘
に
固
宥
な
産
業
正
し
て
極
め
て

特
徴
的
な
性
格
者
も
つ
で
い
る
。
そ
の
特
徴
的
な
性
格
昔
、
伏
見
に
お
り

呂
翌
薬
の
設
展
過
程
に
錬
っ
て
解
明
す
る
こ
と
が
本
稿
の
課
題
で
あ
る

が
、
近
世
初
頭
に
謝
興
じ
在
戸
時
代
そ
通
じ
で
か
な
り
の
設
展
を
↑
目
し
て

い
た
翠
車
昔
、
出
裂
の
時
か

ι詳
細
に
跡
付
け
る
こ
と
叫
到
底
小
稿
の
篤

し
得
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
七
い
か
つ
て
、
江
戸
時
代
の
設
展
に
つ
い
て

は
必
要
な
限
b
の
概
略
に
と

E
め
、
(
江
戸
時
代
。
伏
見
酒
誼
業
に
つ
い

て
は
本
庄
策
泊
郎
博
士
「
伏
見
酒
造
揖
仲
間
」
日
本
一
昨
骨
組
済
史
餌
究

所
牧
が
あ
る
)
主

t
u
r
維
新
後
の
鼓
隈
温
料
を
跡
付
吋
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
近
代
社
曾
仁
お
い
て
固
有
産
業
た
る
酒
川
造
業
が
い
か
な
る
栴
趨
的

特
質
を
目
し
て
い
お
か
と
い
う
こ
と
念
描
き
出
し
て
み
た
い
と
岡
田
ず
。

筒
、
一
般
に
摺
誼
業
3と
と
い
う
場
ム
口
は
、
底
〈
泊
精
含
有
飲
料
の
醸
ι匙拝造血す

ベ
て

醸
1

匙
叫
造
担
の
九
み
り
を
劉
象
と
す
る
ロ

伏
見
酒
造
業
の
賢
建

井

洋

郎

上

江
戸
時
代
の
伏
見
酒
遣
業

『
出
掛
共
酒
造
之
義
佐
官
一
よ
り
於
相
官
地
喧
酒
渡
世
梧
在
候
慮
、
明
暦
三

丁
酉
年
相
官
地
調
車
中
行
水
野
石
見
守
株
御
勤
投
相
代
建
網
株
八
十
一
一
一

軒
の
棟
に
被
鋳
仰
付
、
最
も
宥
八
十
三
軒
忙
て
一
ヶ
年
分
仕
込
高
一

万
五
千
六
百
十
一
右
八
斗
に
嗣
極
め
被
潟
成
下
君
之
週
株
並
に
酒
造

未
之
義
幸
承
神
政
完
離
有
意
存
罷
在
候
儀
に
榔
座
候
』
(
究
明

六
年
乍
恐
口
上
書
)

右
は
、
伏
見
の
酒
川
造
業
に
闘
し
て
現
存
す
る
最
古
の
文
献
の
一
つ
で
あ

る
が
、
『
閉
唇
三
了
間
年
八
十
一
二
粁
仁
て
一
ヶ
年
分
世
酒
仕
込
為
一

高
五
千
六
百
十
一
一
出
入
斗
』
と
わ
う
記
刑
判
は
、
流
世
初
頭
か
ら
申
期

に
か
け
て
最
も
繁
柴

E
植
わ
れ
た
『
池
凹
」
の
数
字
(
閉
磨
三
年
四
十
二

株
、
一
正
銀
十
一
年
六
十
二
株
一
一
、
ニ
ロ
一

O
石
「
池
田
酒
見
」
)
と
比
較

し
て
、
皆
同
時
の
伏
見
い
か
酒
越
地
と
し
て
優
れ
に
地
知
に
あ
っ
た
事
情
を
示

し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
に
置
接
的
資
桝
に
つ
い
て
知
h
得
る
伏
見
の
酒
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伏
見
酒
遣
業
山
愛
蓮

法
案
は
、
す
で
に
確
立
し
た
姿
を
も
っ
ち
わ
れ
わ
れ
り
眼
に
映
口
、
し
た

が
っ
で
明
暦
三
年
以
前
の
賦
態
、
つ
ま
り
伏
見
酒
造
業
の
生
成
、
護
展
に

つ
い
て
は
何
ら
略
語
を
持
ち
得
な
い
わ
り
で
あ
る
。
し
か
し
、
ち
し
推
憶

炉
許
さ
れ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
文
雄
、
慶
長
の
頃
じ
京
都
、
奈
良
な
E
中

世
以
来
り
酒
泊
地
か
ら
移
植
せ
ら
れ
、
極
め
て
姫
い
期
間
の
中

ι念
速
な

設
展
を
遂
げ
t
L
C
考
え
ら
れ
る
。
と
い
う
の
は
、
伏
見
が
潟
丙
著
名
の
一

市
邑
と
な
っ

t
の
は
文
雄
三
年
、
堕
臣
秀
吉
が
こ
の
地
に
械
を
築
い
て
か

ら
後
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
そ
れ
以
前
は
『
伏
見
山
に
近
き
漣
仁
部
落
の
散

在
す
る
仁
温
ぎ
で
西
部
一
帯
は
絡
調
開
多
く
し
て
何
等
閥
か
る
る
昆
な
か

b
き
』
(
京
都
府
伏
見
町
諒
)
と
い
う
有
様
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
秀

吉
は
築
城
後
四
年
目
的
慶
長
一
一
一
年
に
こ
の
桃
山
披
で
浪
し

tH炉
、
翌
四
年
、

徳
川
家
康
が
乙
の
披
仁
一
繍
b
、
二
候
械
と
と
も
仁
京
洛
に
お
け
る
徳
川
勢

の
操
轄
と
な
っ
に
冒
と
こ
ろ
か
ら
、
伏
見
は
政
治
の
一
中
心
と
し
て
蹄
済
的

に
も
繁
撲
を
極
め
る
こ
ー
と
ー
と
な
っ
た
。
即
ち
市
街
地
の
形
成
が
溢
み
、
京

都
、
大
阪
な
ど
か
ら
商
人
、
職
人
い
か
集
札
し
て
恒
輔
間
的
繁
築
を
賓
巴
し
た

の
で
あ
る
。
近
世
初
頭
の
い
わ
明
る
領
域
経
済
の
下
に
品
勺
て
、
潤
盆
地

主
呼
ば
れ
る
仁
臨
し
い
設
反
骨
成
し
遂
げ
る

K
あ
に
は
伺
よ
b
も
ま
十
消

費
人
口
の
存
在
日
か
前
提
き
れ
な
り
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
ち
嘗
時
商
品
、
と

し
て
の
酒
が
農
民
で
は
な
し
に
、
主
と
し
て
武
士
及
び
町
人
の
階
級
に
よ

っ
て
需
要
さ
れ
に
と
い
う
事
情
か
ら
み
て
秀
吉
以
来
の
伏
見
白
慣
の
繁
栄

ド
泊
治
業
勃
興
の
決
定
的
な
原
因
で
め
っ
仁
こ

E
は
容
易
仁
肯
か
れ
る
と

よ
ろ
で
あ
る
。

一
八
一

伏
見
酒
造
業
設
窪
田
い
ま
一
つ
り
要
因
と
し
で
そ
り
地
理
的
優
位
世
指

摘
す
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。
努
吉
の
築
城
以
来
品
川
見
は
東
国
詰
街
道
を
は
じ

め
奈
良
街
道
、
商
圏
街
道
ぞ
淀
川
の
水
濯
に
漣
絡
す
る
一
文
通
上
の
事
簡
と

な
っ
仁
が
、
そ
の
淀
川
は
嘗
時
米
田
一
大
集
散
市
場
で
あ
つ
に
大
阪
ー
と
伏

見
と
を
結
ム
宜
嬰
麻
呂
直
路
で
あ
っ
た
。
し
仁
一
か
つ
て
、
米
を
そ
の
主
原
綿

と
す
る
酒
誌
業
仁
と
つ
で
は
頗
る
有
利
な
係
件
を
な
し
て
い
仁
。
尚
、
こ

れ
と
併
せ
て
水
壁
、
気
温
の
好
誼
も
君
温
し
得
な
い
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
か
か
る
保
件
ぃ
恵
ま
れ
て
設
展
を
途
げ
、
明
藤
一
二
年
、
入
十

一
ニ
戸
、
一
寓
五
千
六
百
録
石
の
限
浩
誌
を
整
え
る
に
い
た
つ
に
伏
見
の
酒

遺
撲
も
、
明
層
、
寛
文
の
頃
骨
頂
紺
と
し
て
爾
悼
断
衣
表
惜
の
方
向
を
辿
っ

て
い
る
。
天
聞
大
年
り
口
上
書
は
前
掃
の
部
骨
に
引
続
い
て
『
然
る
毘
其

後
詰
々
及
岡
山
知
右
入
十
三
軒
の
内
官
時
に
て
は
二
十
八
軒
な
ら
で
は
浩
澗

不
申
其
儀
は
休
株
仁
相
成
御
座
候
』
と
諸
べ
て
い
る
が
、
『
有
凋
勘
定
書
』

ド
よ
っ
て
み
れ
ば
そ
の
事
情
ぞ
き
ら
仁
詳
し
〈
知
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

(表

-
)
t
は
一
世
、
何
が
か
か
る
衰
織
の
原
因
で
あ
っ
亡
の
か
。

ま
す
考
え
ら
れ
る
の
は
幕
府
の
干
渉
政
策
で
あ
る
。
江
戸
持
代
を
遁
じ

て
幕
府
の
行
つ
に
酒
諸
制
限
は
前
後
六
十
一
同
仁
及
A
f
炉
、
い
わ
叩
る

『
米
っ
か
い
の
経
清
』
の
瞥
然
の
蹄
結
と
じ
て
幕
府
い
か
酒
造
業
に
鈎
U
て

最
大
の
閥
、
U
を
示
し
亡
の
は
何
の
不
思
議
ち
な
い
事
柄
で
あ
る
。
酒
造
制

限
の
初
見
は
寛
永
十
一
年
で
あ
る

E
い
わ
れ
る
が
、
朋
藤
一
二
年
に

'ι
っ
て

幕
府
は
誼
酒
株
制
度
を
貰
施
し
七
。
活
酒
株
と
い
う
叩
は
酒
造
替
業
り
特

躍
を
形
成
す
る
も
白
で
あ

b
、
こ
の
株
を
所
持
し
な
け
れ
ば
酒
遣
業
守
皆

第
六
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九
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表 1 W有猶勘定書』にゐらわれに伏見酒詰業の推君事

竺止到三竺副議末高|
明暦3年 8'円15，611話i

主将5年 4.9 1 8，803 1 

天明 3'1' i 29 I 6，1田 i
タ 4年 E叶 6，097.i 
タ 5年 28-I 5，63唱
ク 6年 28¥ 6，876 
タ 7年 28 1 6，876 

ナ 8年 28I 6，印6

党政9年 28 I 6，645 

女イr.7e年 28 ¥ 7，314 

天保 4年 27 I 7，197 
タ 凸年 I28 

互A化 3年 1 28 

高延元年 1 28 

元泊元年 i28 

犀底i丘」三i
『京都府伏見町誌』より

許容1HFaii討it i inti者;
し酒向品、ちと柴見がてのきる展涜か致骨組 ~p が

2語ztZFE ZR望主護量 τ童書品在品 E品z
i FZ?Hi問料itfU喜il 152 
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tq哲主要望?号整 i同意52AE t t 2JZヵ:
J霊雪害要警ミ会 Z長室品喜重 VJ量Zf皇qi
E士官話与を TifA謀長T害警 41里高ヵ:謀 Z芸
大年さ??倒をこのが市軍、 4設も におを同町限棟
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は降 Ic C" -， !Iil[な街出し下康長ぞい τ るすに定内は
醗『り治る路るとすてのの比i制。ち 干 も 酒 は に そ
をプ価れ埠とをとL， ."の僕間禁約 そ 渉 の 池 る お れ
は所 EZ守い失伏で t二地全域;詳し れとで ~frl] ~いぞ
じ酒、て里うい見儲及位最後 ~tご がしも限よでれ

めHi封書itEH223長;自主幹
去勢長需宅弱震 Eaj長襲42 sq手世史す語

考

6，671石|元標高 15，611右白中爾飴体操 o

6，875 1 タ

6，513 I ~ 

3，438 ¥6，876石を改石とす，その宇右誼。

2，292 I 3分自 1浩 "0
6，876 

備勾ー

伏
見
澗
造
業
時
設
蓮

んp
p
 

よf
 

様伺+J民高米遣す
ん
7

9

記ル包みの高元

元高E記せず 3分。 2造り。

元高を記せず。

元高を記せず，半石遺り。
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伏
見
酒
造
業
三
世
建

第
六
十
九
巻

第
一
一
了
四
披

八

一

な
E
の
大
酒
造
地
士
そ
の
近
郊
じ
控
え
到
底
伏
見
酒
の
進
出
す
る
品
跡
地
が

な
か
っ
た
と
い
う
事
情
ア
、
そ
れ
ら
の
試
み
は
い
づ
れ
も
失
敗
に
鯵
つ
に
。

僅
い
か
仁
践
さ
れ
た
近
江
各
郷
の
市
場
与
え
、
近
世
中
期
以
後
そ
の
地
方
仁

酒
造
業
が
勃
興
す
る
と
冒
と
ち
に
、
京
都
の
場
合
k
同
じ
く
『
他
所
酒
』
入

込
み
の
禁
令
を
も
つ
で
伏
見
酒
を
聞
出
し
て
し
ま
っ
た
。
か
〈
て
は
斯
業

の
衰
織
は
憤
然
の
商
結
で
あ

b
、
伏
見
酒
は
す
で
じ
繁
擦
を
な
く
し
七
伏

見
目
障
と
そ
の
近
郊
を
市
場
と
す
る
い
わ
明
る
地
酒
的
地
位
に
落
込
む
こ

と
を
犠
儀
な
く
せ
ち
れ
、
.
以
て
明
尚
維
新
小
一
迎
え
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で

あ
る
。
こ
の
朝
、
離
の
酒
遣
業
げ
か
海
運
に
恵
ま
れ
て
江
戸
に
市
場
を
開
拓

し
、
隆
々
の
鼓
展
を
遂
げ
た
の
と
比
較
し
て
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
。

mw
制
限
令
宍
十
一
問
、
解
除
令
六
同
〈
柚
木
草
=
一
「
灘
商
紐
湾
克
軒

究
」
一
六
九
頁
)
。

向
例
措
酒
株
に
つ
い
て
詳
し
く
は
柏
木
重
=
一
前
掲
書
、
{
七

O
頁
以
下
、

神
戸
税
務
監
督
周
「
灘
酒
滑
草
誌
」
六
五
頁
以
下
及
び
本
庄
柴
治
郎

「
快
見
造
酒
株
仲
間
」
隼
参
問
。

問
問
『
忠
明
(
品
平
)
伏
見
町
人
目
移
住
を
求
め
し
に
廿
三
町
卒

先
し
て
と
れ
を
諾
し
爾
後
引
積
雪
移
住
す
る
も
の
多
〈
骨
計
八
十
億

町
民
及
び
彼
隼
は
筒
々
調
立
的
に
採
り
た
る
に
あ
ら
ず
相
圏
結

し
て
同
時
に
輔
性
し
来
p
た
る
は
新
市
街
四
町
名
が
概
ね
伏
見
の
蕉

町
名
を
稽
せ
る
を
以
て
知
る
ベ
し
』
『
大
阪
市
史
」
巻
一
、
二
五
一

頁
)

維
新
後
白
愛
展

J司、

四

酒
造
業
は
一
般
に
商
業
、
高
利
貸
資
本
の
屈
強
な
撮
所
と
な
っ
て
日
晶
到

し
い
設
展
ぞ
遂
げ
、
封
建
祉
曾
に
お
り
る
諸
々
申
産
業
の
中
で
一
際
卓
越

し
に
地
位
伊
保
つ

τい
た
の
で
あ
る
が
、
近
代
社
曾
に
な
る
と
忽
ち
閏
有

産
莱
と
し
て
の
前
期
性
を
露
呈
し
.
甚
仁
し
く
停
滞
的
な
駅
態
に
と
E
ま

っ
て
し
ま
つ
に
。
わ
が
園
町
資
本
主
義
い
か
.
そ
の
後
准
性
心
故
に
極
め
て

念
準
的
な
、
し
に
い
か
つ
て
ま
に
不
均
等
的
な
設
展
を
な
し
た
こ
と
は
周
知

町
通
b
で
あ
る
が
、
酒
浩
業
は
も
と
も

E
わ
が
園
に
固
有
な
産
業
で
品
つ

に
い
か
な
め
、
先
議
訴
資
本
主
義
国
り
新
し
い
技
術
を
採
入
れ
る
術
も
な
く
、

そ
の
技
術
的
な
前
期
性
肝
癌
と
な
っ
て
企
業
形
態
、
開
胃
倒
抗
議
な
E
を
も

遅
れ
七
姿
の
ま
ま
に
押
と
E
也
、
時
国
は
資
本
主
義
的
鼓
民
自
埼
外
に
放

置
さ
れ
て
し
ま
っ
亡
の
で
品
る
。

伏
見
の
酒
遣
業
ち
も
ち
ろ
ん
そ
の
例
外
で
は
め
り
得
今
、
今
目
指
前
期

的
な
様
相
を
殆
ん

E
そ
の
ま
ま
と
E
め
て
い
る
c

し
か
し
な
が
ら
、
伏
見

酒
諸
莱
ぞ
の
も
の
の
生
産
高
、
生
産
規
損
な
ど
に
つ
い
て
み
る
限
b
、
維

新
袋
、
就
中
明
治
三
十
年
代
を
劃
期
と
し
て
目
覚
し
い
設
展
を
示
し
て
い

る
ロ
こ
れ
を
ま
十
生
産
高
に
よ
っ
で
示
そ
う
。
(
褒
一
一
)
明
治
二
年
か
ら

三
十
宜
年
ま
で
甲
数
字
が
見
嘗
ら
今
、
そ
の
聞
の
市
長
は
不
明
で
あ
る
が
、

明
治
三
十
主
年
仁
は
明
治
二
年
の
約
三
倍
に
増
加
し
、
爾
後
概
ね
順
調
な

増
加
を
一
目
し
て
い
る
。
昭
和
五
年
の
数
字
は
若
干
減
少
し
で
い
る
が
、
そ

れ
は
四
年
に
始
ま
る
締
情
不
況
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
り
、
十
五
年
的
撤



減
は
い
う
去

で
も
な
く
第

二
弐
世
界
践

宰
の
結
果
で

あ
る
。ー

と
こ
ろ
で

右
の
ご
と
〈

増
加
し
た
生

産
高
の
す
べ

て
が
伏
見
近

在
の
市
場
で

け

T
輯
象
と
し
た
も
の
で
な
い
こ
と
は
も
ち
ろ
人
で
あ
る
い
ま
伏
見
酒

浩
業
静
畏
の
第
二
目
指
標
と
し
て
そ
の
移
、
橋
間
商
品
l
R
せ
ば
夫
町
通
h

で
あ
る
。
(
襲
=
一
)
移
出
は
秋
田
、
山
形
、
愛
媛
、
山
口
、
熊
京
、
沖
組

を
除
く
査
圏
各
府
牒
、
及
び
耳
南
海
、
朝
鮮
、
樺
太
、
関
東
州
、
南
洋
諸

島
、
磁
出
は
申
園
を
は
己
め
ソ
連
、
イ
ン
ド
、
ブ
ラ
ジ
Y
、
カ
ナ
ダ
な
E

に
及
八
で
い
る
。
江
戸
時
代
、
い
わ
ゆ
る
地
酒
的
地
位
に
と
E
ま
っ
て
い

t
伏
見
抱
一
炉
、
そ
の
生
産
高
の
七
、
ん
剖
を
移
、
輪
出
す
る
に
至
つ
に
こ

'
と
は
、
斯
業
の
暗
躍
民
を
如
質
に
物
語
る
も
の
'
と
い
え
よ
う
。

き
ち
に
、
い
土
一
つ
の
指
標
と
し
て
県
産
規
模
の
摺
大
に
つ
い
で
示
そ

う
。
(
表
凹
〉
沼
遺
業
者
の
齢
世
間
韓
叫
き
し
て
靖
却
し
て
い
な
い
が
、
一

業
#
判
官
h
平
均
申
産
高
は
明
治
二
年
を
基
準
3

と
す
る
と
大
正
ご
年
に
は
約

伏見酒唾産官;及び杢園
生産高tの比較

年衣 l差是1'1童書昔 IA用

明治2年 9，826右
1}- 35年 29，343 3，309，017石 0.88免

ρ4C年 48，232 4，368，976 1.33 

ク 45年 54，786 4，129，009 ! 1.33 

大正厄年 67，829 4，607，569 1.47 

タ 10年 101，493 5，530，331 1.84 

-:，. 15年 129，227 4，804，035 2.68 

昭和 5年 126，566 :::，5月1，442 3.50 

，;. 10年 135，088 4，021，δ97 υ。.山吋

ク 15年 81，940 

蓑 2

伏
見
酒
造
業
白
磁
撞

伏見酒移・撒出l'i

l~t~l+ 年来

移出 i戦出|計

太正13剖 48~ 7石3 

1'/ 14 86，949 145 87，093 I 127，9881 0，68， 
昭和 1 88，070 398 88，468 I 129，2371 O.ô8~ 

タ E 93，412 620 94，032 I 130，133i 0.7.:3: 

， 31 9[;，578 8".18 96，426 135，6271 O.7.1~ 

ク 41 98，253 731 98，987 119，3461 0.83J 

ク 51 86，781 527 87，308 126，566 0.69' 

4シ 61 97，873 836 98，709 121 ， O~5 O.SH 

表 E
主
倍
、
昭
和
七
年
ド
い
は
約
十
倍
と
飛
躍
的
な
摘
大
昔
一
目
し
て
い
る
。
因
み

に
昭
和
二
年
度
一
酒
造
業
者
営
生
産
高
り
圭
圏
平
均
は
凹
百
八
十
四
石
で

め
る
。き

で
伏
見
に
お
り
る
酒
造
業
護
謹
の
某
越
と
し
て
ま
中
京
よ
げ
ね
ば
な

ら
な
い
の
は
干
渉
、
制
限
政
策
の
撤
隣
で
品
る
。
維
新
政
府
が
封
建
的
諸

制
限
の
撤
陵
と
と
も
に
晴
極
的
に
嫡
産
興
業
政
策
を
断
行
し
に
こ
と
は
周

知
の
遁
b
で
あ
る
が
、
酒
造
業
も
そ
の
政
策
じ
よ
っ
て
曾
で
幕
府
の
行
つ

h
一
切
の
制
限
か
ら
解
放
せ
ら
れ
、
政
策
的
に
自
由
な
授
展
白
素
地
を
興

第
計
十
丸
巻

J又

五

J、
四

事
三
・
凶
器

京都府下へ町出荷石裁は合まf'o(註)



伏
見
酒
塩
業
白
夜
這

生産規模別泊D';-業者数

|弘的|胆泊2I大正 2 大正 7I昭和 2I昭和 7

300石>>1，'ド 20 9 1 1 

300~500 6 13 1 1 

δOO~1，OOO 。" 6 10 6 ケ 5 

1 ， 000~3，000 14 15 23 22 

3，000~5 ，000 4 6 4 8 ， 
õ ，OOO~8，000 8 4 8 

8 ，000~10，000 2 2 

10，000石以上 1 1 2 2 

計 28 28 31 83 4~ 42 

地 一|醐|畑|M|州|
最低 100石 100 226 I 174 I 591 

生産高 [6刊9，8出「5412l山 511201ml
1戸嘗平均生産高 240石 351 I 1，788 I 2，574 I 3，098 

表 4

第
六
十
九
巻

"、
五

第
一
一
一
・
回
披

八
六

え
ら
れ
た
。
即
ち
、
明
治
四
年
、
奮
来
の
株
制
度
が
駿
止
せ
ら
れ
免
許
制
度

に
切
換
え
ら
れ
る
と
と
も
に
庚
〈
酒
荊
替
業
の
同
由
が
認
め
ら
れ
七
の
で

あ
る
。
ぎ
色
に
一
方
、
政
府
は
酒
浩
業
に
抽
出
す
る
椅
極
的
な
保
護
政
策
と

L
て
明
治
十
九
年
と
三
十
二
年
。
二
同
に
豆
り
自
家
内
料
酒
の
醸
詰
を
禁

止
し
T
o
自
家
用
料
語
は
も
と
も
と
『
細
見
が
農
薬
の
辛
苦
世
間
四
や
す
に

用
ム
る
も
の
』
と
し
て
一
切
の
制
限
か
ら
除
外
せ
ら
れ
.
課
税
の
劉
象
に

も
さ
れ
な
か
っ
に
と
こ
ろ
か
ら
、
こ
れ
仁
便
乗
す
る
も
の
が
摘
出
し
、
や

が
て
酒
造
業
の
静
展
ぞ
脅
か
す
と
と
も
に
腕
牧
に
も
替
か
ち
ぬ
影
響
を
及

ぼ
す
こ
と
と
な
っ
七
。
か
〈
て
政
府
は
明
治
十
九
年
に
ま
十
自
家
用
情
澗

の
醸
趨
を
禁
じ
、
さ
ら
に
三
十
二
年
に
は
濁
酒
h
r
h
含
め
七
一
切
の
潤
の

自
家
醸
造
を
全
面
拍
に
禁
止
す
る
に
い
た
つ
亡
。
か
〈
し
て
封
建
前
束
縛

か
ち
解
放
せ
ら
れ
に
酒
浩
業
は
、
自
家
醸
浩
に
上
っ
て
賄
わ
れ
て
い
土
分

の
需
要
を
ち
自
己
の
市
場
と
し
て
獲
得
し
、
こ
こ
に
霞
展
に
到
す
る
一
づ

の
基
盤
守
得
亡
の
で
あ
っ
た
。

右
四
事
情
は
も
と
よ
り
伏
見
の
場
合
だ
け
に
唄
ち
な
い
が
、
伏
見
の
澗

浩
業
を
し
て
特
に
現
展
を
可
能
な
ら
し
め

K
も
の
は
ま
中
醸
話
技
術
の
改

善
に
件
う
泊
質
の
優
秀
さ
で
あ
っ
七
。
澗
が
晴
好
品
で
あ
る
限

h
、
債
格

の
低
廉
と
同
時
じ
噌
好
へ
の
遮
合
性
肝
商
品
と
し
て
の
優
作
ぞ
形
成
す
る

こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
そ
こ
で
、
酒
造
業
に
品
つ
で
は
、
技
術
の
改

善
も
日
産
機
構
の
武
一
茸
仁
向
吋
ら
れ
る
よ
り
寧
ろ
い
か
に
し
寸
堕
醇
な
酒

を
醸
る
か
$
と
い
う
貼
に
Z
L
の
努
力
が
傾
注
さ
れ
た
。
明
治
四
」
l

三
年
以
降

三
ヶ
年
間
京
都
府
よ
り
経
費
出
補
助
を
受
吋
て
醸
器
研
究
所
を
設
立
し
、



買
は
毎
年
品
評
曾
T
開
催
し
て
酒
質
の
改
善
に
努
め
た
ご
と
き
は
そ
の
一

例
で
あ
る
。
か
か
る
括
質
の
改
善
は
ち
と
よ

b
水
盟
、
気
温
な
E
間
然
的

保
件
の
優
位
の
上
に
立
つ
て
は
じ
め
て
可
能
で
あ
る
が
、
伏
見
町
場
合
は

自
然
的
保
件
に
恵
ま
れ
に
上
、
品
質
改
善
の
努
力
が
功
そ
奏
し
、
究
に
述

べ
る
交
通
機
関
の
硝
再
建
と
相
侠
っ
て
い
わ
明
る
銘
酒
'
と
し
て
全
園
市
場
に

準
出
す
る
こ
と
と
な
っ
に
の
で
あ
る
。

交
温
機
闘
の
援
連
は
伏
見
泊
油
業
の
興
隆
に
大
き
な
意
義
を
も
っ
。
維

新
後
に
お
け
る
伏
見
福
の
地
方
進
出
は
ま
中
東
京
を
甲
心
と
す
る
関
東
地

方
仁
向
付
寸
行
わ
れ
た
が
、
こ
の
場
合
最
も
重
要
な
手
段
と
な
つ
む
の
は

東
海
道
的
酬
の
開
逼
(
明
治
三
十
ニ
斗
)
で
あ
っ

r。
も
と
も
と
酒
は
腐
敗

し
日
朝
〈
、
し
か
生
容
積
が
大
で
あ
る

t
め
、
そ
の
運
搬
が
比
較
的
関
難
で
あ

b
、
江
戸
時
代
に
お
い
て
江
戸
積
舎
主
と
す
る
慨
酒
も
舟
濯
に
恵
ま
れ
て

い
に
と
は
い
え
こ
の
知
に
多
大
の
障
碍
を
感
じ
て
い
十
横
様
で
あ
る
が
、

東
海
道
刊
酬
の
開
通
は
伏
見
聞
の
関
取
准
出
仁
大
き
な
役
割

T
引
受
付
、
爾

後
引
続
く
交
通
機
闘
の
授
山
速
に
刊
っ
て
前
週
白
ご
と
き
販
路
の
査
園
的
な

欄
躍
を
見
七
の
で
品
る
。

と
こ
ろ
寸
、
注
意
す
べ
き
は
か
か
る
伏
見
酒
の
地
方
准
出
が
、
都
市
手

γ

在
来
的
酒
造
業
の
、
地
方
に
お
け
る
農
村
地
主
的
酒
造
業
開
盗
の
過
程
仁

他
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
江
戸
時
代
に
あ
つ
で
は
地
方
農
村
に
幡

目
的
す
る
土
豪
、
地
主
的
浩
酒
屋
が
小
規
模
な
が
ら
か
な
h
重
要
な
地
位
を

占
め
で
い
れ
L

。
と
こ
ろ
が
、
維
新
後
は
伏
見
を
は
じ
め
離
五
郷
、
三
瀦
、

西
僚
な
ど
の
泊
逝
地
が
年
を
逐
っ
て
設
展
の
勢
を
一
目
し
て
い
る
。
前
越
の

伏
見
酒
建
業
の
登
建

ご
と
〈
維
新
後
の
澗
浩
業
が
一
般
に
停
滞
的
な
駅
態
に
あ
る
に
も
拘

ιLT

若
干
の
酒
治
地
が
年
と
と
も
に
渡
展
し
て
叩
〈
事
置
は
何
tp
物
垣
間
る
か
。

い
う
ま
で
も
な
〈
中
小
澗
浩
地
な
い
し
は
地
方
農
村
に
お
け
る
酒
詣
業
の

表
織
で
あ
る
。
封
建
的
諸
制
限
の
撤
際
交
通
槽
閣
の
夜
遅
は
、
地
方
的

な
需
給
の
均
衡
を
破
h
J
、
そ
の
結
果
、
若
干
の
酒
勤
地
の
製
品
が
低
廉
な

債
格
、
或
は
優
秀
な
(
晴
好
に
ア
w

ピ
1
ル
す
る
)
酒
質
を
武
器
と
し
て

地
方
に
お
吋
る
酒
浩
莱
を
漸
弐
腕
認
し
て
間
引
く
。
「
表
一
一
」
の
数
字
は
ま

さ
し
く
か
か
る
事
情
を
反
映
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

明
治
一
二
十
年
代
、
就
中
日
露
職
宰
後
の
好
況
を
割
期
と
し
て
日
受
レ
い

鼓
民
ぞ
遼
げ
に
伏
見
の
潤
浩
業
は
、
そ
の
後
の
景
気
製
誠
仁
ょ
っ
ナ
」
若
干

の
抽
出
長
を
-um

し
つ
つ
も
概
ね
順
調
に
鼓
酵
の
傾
向
T
辿
っ
て
き
た
白
で
め

る
が
、
や
が
て
第
二
衣
世
界
蛾
宰
の
勃
慢
を
迎
え
て
致
命
的
な
打
撃
守
受

け
る
に
い
亡
る
c
原
耕
米
の
続
制
は
も

1
r
i
h、
企
業
的
斡
備
、
さ
ら
仁

は
涜
遇
町
叶
お
い
て
も
厳
重
な
統
制
が
布
か
れ
司
告
産
高
の
激
減
は
い
う

ま
で
色
申
〈
斯
業
の
沈
滞
は
文
字
通
b
ヲ
ヤ
の
極
に
建
し
七
。
か
か
る
状
態

位
戦
稜
徐
々
ヒ
同
復
し
つ
つ
め
る
が
ゴ
今
日
仁
至
る
ま
で
末
士
官
て
め
隆

擦
に
は
速
く
及
ば
な
い
。
倫
、
臨
時
後
の
費
態
じ
つ
い
て
は
別
的
機
曾
仁
吏

松
山
て
問
題
仁
し
た
い
と
思
う
。

山
門
明
拍
十
九
年
三
且
現
在
、
自
家
用
料
酒
膜
撞
者
の
教
は
金
闘
で
六

十
丸
首
同
二
千
億
人
に
上
っ
た
と
い
わ
れ
る
。

生
産
工
程
と
労
働
編
制

事
穴
十
九
巷

一
八
宍

捧
=
了
凹
醍

戸三

七



快
見
酒
建
業
心
瑳
淫

電量 ①②  ② 
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策
六
十
九
巻

J又

七

揮
一
一
一
・
四
措

j、
ハ、

庄司謙次郎「国及合成酒」訂正

江
戸
時
代
及
び
維
新
後
に
お
け
る
伏
見
澗
浩
莱
の
設
展
泊
料
研
一
概
略
跡

利
り
た
。
宍
に
ぞ
の
一
生
産
機
構
の
砕
析
に
移
ろ
う
。
半
一
産
機
構
の
中
ま
十

件
運
行
税
か

ι出
援
す
る
。

上
回
ぞ
倒
盟
仁
説
明
す
れ
ば
、
ま
十
原
料
米
を
精
白
、
沈
静
、
渡
漬
し

て
甑
と
稿
す
る
盆
で
蒸
寸
。
蒸
米
の
一
部
に
種
麹
そ
加
え
て
麹
と
し
、
蒸

米
、
麹
及
び
醸
浩
旧
水
を
合
せ
て
師
(
澗
母
)
を
つ
〈
る
。
こ
白
嗣
の
醗

酵
獄
態
に
膿
じ
て
摺
持
、
加
熱
等
の
操
作
を
加
え
つ
つ
順
弐
『
初
添
』
『
仲

添
』
『
間
際
』
ー
と
呼
ぶ
原
料
開
和
加
の
過
程
を
鰹
て
熱
成
穆
と
す
る
。
衣
に

こ
の
熱
成
穆
を
猷
搾
し
で
憎
か
1

除
き
、
最
後
に
『
債
引
』
ー
と
開
閉
し
て
蛋
白

質
、
酵
母
無
機
物
ゃ
除
去
す
あ
操
作
を
行
っ

t
清
酒
k
す
昌
。
こ
む
場
合
、

原
料
未
か
ら
清
酒
を
得
る
ま
で
に
必
嬰
な
日
裁
は
遁
常
回
、
宝
十
日
で
ゐ

h
、
十
石
日
米
か
ム
得
る
澗
の
量
は
十
三
、
四
石
で
晶
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
こ
に
闘
一
市
し
に
の
は
維
新
後
現
在
に
至
る
ま
で
行
わ
れ

τい
る
代
表
的
な
醸
治
法
で
晶
る
が
、
試
み
に
こ
れ
を
江
戸
時
代
の
醸
益

法
と
比
較
し
て
み
る
と
殆
ん
ど
鑓
化
の
な
い
こ
と
に
驚
〈
の
で
あ
る
。
も

ち
ろ
ん
現
在
の
止
産
行
程
中
r
h

は
精
米
機
、
洗
末
機
、
師
陣
搾
機
、
火
入
慢

な
ど
的
機
械
が
湾
入
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ち
の
機
械
は
明
治
の
申
期
以
後

糊
弐
牛
耳
同
行
程
の
中
に
採
用
さ
れ
↑
い
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
上
聞
に
朗
か

な
ご
と
〈
、
機
械
の
導
入
さ
れ
た
の
は
い
わ
ば
宅
建
の
準
備
行
稗
な
い
し

仕
上
行
料
に
お
い
て
で
あ
う
て
本
来
の
醸
舟
行
程
に
お
い
て
は
何
色
鑓
草

の
跡
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
午
い
。
需
産
の
技
術
的
基
礎
は
や
は
b
手
工

業
で
ゐ

h
、
謀
、
稲
な
ど
の
道
具
が
紅
戸
時
代
か
ら
引
縞
い
で
触
〈
ベ
が



ι日

F
る
済
同
王
υ
段
を
な
し
て
い
る
。
近
代
祉
曾
に
お
り
る
泊
浩
業
が
も
っ

停
滞
性
の
根
涙
は
、
か
か
る
生
産
行
一
刊
の
前
期
性
的
中
に
潜
A
で
い
る
・
と

い
う
こ
と
が
で
き
ょ
う
。

き
て
酒
の
生
産
は
周
知
の
と
と
〈
事
期
ド
お
げ
る
草
曲
作
業
で
あ
る
。

遁
常
十
一
月
九

rι
準
備
に
と
h
か
か
り
翌
年
の
四
月
に
査
作
業
を
格
了
す

る
ロ
し
た
が
っ
て
、
野
働
力
も
必
然
に
ぞ
の
期
間

rり
作
業
に
徒
事
す
Z

季
間
務
働
岩
で
あ
お
。

一
般
に
酒
造
地
に
お
け
る
斯
莱
の
担
割
倒
力
は
、
は
じ
め
そ
の
近
在
か
色

調
達
さ
れ
て
い
た
が
、
江
戸
時
代
中
期
以
降
遠
隔
の
地
、
問
中
主

J

期
農
漁

業
中
産
に
植
し
な
い
地
方
か
ら
充
嘗
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ぞ
れ
は
貢

租
白
描
章
、
貨
幣
経
済
の
農
対
侵
蝕
に
よ
っ
て
家
計
の
維
持

ι破
釈
を
生

じ
に
農
民
が
家
内
傍
倒
を
求
治
、
或
は
勢
働
力
の
放
出
す
行
っ
た
過
程
に

照
障
す
る
も
り
で
あ
る
。
伏
児
に
お
げ
呂
酒
造
勢
閉
岩
も
丹
後
舎
は
じ
め

丹
波
、
但
馬
、
越
前
方
面
か

ι入
込
ん
で
き
た
の
で
あ
る
が
、
安
永
年
間

(
一
七
七

0
年
代
)
『
丹
後
宿
』
と
呼
ば
れ
る
酒
法
務
務
周
旋
業
者
が
六

軒
存
在

L
t
ι
い
わ
れ
忍
か
ら
、
営
時
す
で
に
か
な

h
害
時
拙
の
出
稼
勢
倒

宥
が
、
彼
ら
の
手
品
工
通
じ
て
痢
法
業
者
に
供
給
せ
ら
れ
て
い
に
わ
円
で
あ

る
。
か
か
る
鮮
側
力
の
出
荷
川
市
態
は
そ
の
ま
ま
近
代
社
曾
に
持
込
止
れ
現

存
ま
で
存
続
し
て
い
る
。
そ
の
一
例
を
示
せ
ば
「
表
五
」
の
一
こ
と

f
で
あ

る
が
、
大
部
分
が
b
h
r

期
農
漁
業
に
湿
し
な
い
積
零
地
、
寒
冷
地
で
あ
名
こ

と
は
霊
ね
て
誼
べ
る
ま
で
も
な
い
で
品
ろ
う
。
白
思
}

酒
浩
業
に
お
り
る
静
働
編
制
は
頗
る
複
雑
で
あ

h
、
そ
の
名
稽
も
地
方

伏
見
酒
造
業
旧
費
謹

出身地別傍働者星空白一例

(註)上表巾兵庫麻・京都府はいずれ

も北部日本海側である。

衰 8

1-l-社民|摂入社民|購入

岡井牒 42 903 44 871 

兵庫腕 17 294 !l4 259 

京都府 16 333 16 339 

貴島牒 6 80 4 91 

石川牒 1 36 1 81 

其の他 o o 1 Eο 

計 82 1646 90 1659 

に
よ
っ
て
晴
治
干

異
る
が
、
伏
見

仁
お
い
て
遁
常

用
い
ら
れ
て
い

る
も
の
、
及
び

そ
の
内
容
を
示

せ
ば
戎
町
遁
h

で
品
る
。

をじ{とヲじ】

社
民

H
購
入

を
続
車
し

て
酒
造
金

践
の
指
揮
監
督
に
首
る
。

か
レ
ら

頭

H
社
民
を
補
佐
し
、
そ
の
代
理
を
ワ
と
め
場
内
-
般
の
作
業
上
の
計

聾
を
樹
て
る
。

押

huし
代
司
日
麹
製
誼
白
主
任

町
&
ま
わ
り

酎
廻
U
爾
骨
製
謹
白
主
任

さ

ん

ほ

ん

/

=一番
U
沼
山
麿
搾
に
従
事
。

じ
よ
う
ぴ
と

上
人
一
蒸
蹴
(
語
尾
)
製
麹
(
室
白
子
〕
遵
具
の
整
備
(
道
具
廻
)

b
ゆ
才
ぴ
と
ヤ

U

中
人
}
そ
り
他
的
雑
設
に
従
事
。

し
も
ぴ
企
(
じ
た
び
と
)

下
人

U
輪
伎
に
従
事
。

右
の
他
、
直
接
醸
浩
作
業
ド
闘
興
し
な
い
が
、
そ
の
補
助
的
作
業
を
行

う
も
の
と
し
て
品
川
曳
(
醸
造
用
水
心
運
搬
)
と
飯
焚
(
識
人
白
炊
事
)

第
六
十
九
巻

第
三
・
四
披

i¥ 
i¥ 
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大J



伏
見
酒
建
業
の
後
遺

が
品
る
。

酒
治
の
技
術
的
基
礎
は
手
工
業
で
品
り
、
し
た
が
っ
て
酒
県
勢
価
に
は

相
首
程
度
り
経
験

u熟
欄
が
要
求
さ
れ
る
が
、
ぞ
の
貼
か
色
右
句
勢
倒
縄

問
が
最
重
な
仙
時
制
度
を
件
う
た
の
は
け
忙
し
営
然
の
事
柄
で
め
る
t

勢

働
者
は
通
常
飯
焚
、
下
人
か
ら
順
弐
昇
準
す
る
制
度
が
採
ら
れ
、
上
総
勢

働
者
、
前
中
杜
氏
と
な
る
に
め
に
は
少
〈
と
も
イ
年
以
上
の
年
季
を
入
れ

百
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。
ぞ
れ
忙
吋
ド
ト
ム
師
同
掛
働
者
の
下
純
勢
働

者
に
謝
す
る
支
国
力
は
絶
大
で
品

h
、
両
者
の
聞
に
は
身
分
制
的
隷
周
閥

係
が
明
瞭
に
現
わ
れ
て
い
る
。
ー
か
か
る
闘
係
は
い
ま
一
つ
仁
は
そ
の
特
殊

な
属
僚
闘
係
か
ら
も
導
き
目
さ
れ
る
。
即
ち
酒
浩
業
者
と
朴
氏
と
白
扇
館

関
係
は
侍
統
的
、
世
襲
的
な
も
の
で
ゐ
づ
で
、
社
民
は
毎
年
同
じ
業
者
四

許
で
醸
造
仁
従
事
す
る
が
、
顕
以
下
回
蹴
人
に
つ
い
て
は
社
尿
が
相
郷
人

か
ら
必
要
な
人
員
を
弔
い
て
〈
る
の
が
慣
習
と
な
っ
て
い
る
}
頭
、
代
司

な
ど
の
役
割
も
枕
氏
が
適
宜
に
こ
れ
f
定
曲
、
澗
浩
美
者
は
間
接
関
民
し

な
い
。
し
に
一
か
つ
て
、
賦
八
七
ち
は
い
わ
ば
杭
氏
の
一
族
郎
識
で
あ
り
、

毛
の
直
接
的
指
揮
監
督
仁
従
う
こ
と
炉
彼
ら
に
と
っ
て
最
も
臨
し
い
勢
倒

形
態
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
所
以
で
も
品
る
。

野
倒
係
件
、
就
中
そ
の
勢
働
日
は
拍
浩
業
そ
白
も
の
の
も
つ
特
性
か
ち

極
め
て
特
異
な
様
相
を
一
目
し
て
い
る
。
一
日
の
勢
働
時
間
は
醸
造
の
行
程

に
よ
っ
て
異
る
が
通
常
童
入
時
間
、
夜
間
時
間
、
今
計
十
二
時
間
で
あ
る
。

も
ち
る
ん
章
夜
交
代
制
度
で
は
な
い
u

し
か
も
た
の
夜
間
努
倒
は
、
例
え

ば
毎
二
時
間
毎
三
十
分
と
い
つ
に
ご
と
く
勢
働
者
仁
と
っ
て
頗
る
苛
酷
な

¥ 

第
六
十
九
巻
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も
の
唱
に
あ
る
。
休
日
は
一
定
叩
に
は
な
〈
交
代
で
休
む
が
、
そ
の
日
数
は
滞

在
期
間
中
慣
か
一
雨
日
T
あお一。

賃
銀
は
、
は
じ
め
酒
油
業
卓
司
と
社
民
と
す
け
が
契
約
T
結
び
爾
絵
同
勢

例
者
に
つ
い
で
は
社
氏
が
決
定
し
て
い
七
炉
、
大

E
相
年
以
降
、
頭
以
下

の
賃
銀
を
毎
年
諸
般
の
事
情
合
考
慮
に
入
れ
酒
浩
組
A
n
に
む
い
て
協
定
す

る
こ
と
と
な
っ
亡
。
村
氏
の
賃
銀
は
各
業
者
と
も
秘
需
に
し
て
い
る
に
め

剣
然
と
し
な
い
が
、
生
産
扇
町
多
寡
、
製
品
の
良
否
な
E
ぞ
参
酌
し
て
適

宜
決
定
さ
れ
る
も
筒
、
賃
銀
の
外
仁
性
居
、
米
、
薪
、
味
噌
.
梼
油
、
漬

物
の
現
品
と
副
食
物
代
と
し
で
一
回
若
干
り
現
金
炉
支
給
さ
れ
る
の
が
慣

わ
し
と
な
っ
て
い
る
。
酒
浩
業
に
お
り
る
賃
銀
は
他
の
産
業
の
そ
れ
と
比

較
し
て
特
に
低
い
と
は
考
え
ち
れ
な
い
が
、
七
七
問
題
は
そ
れ
が
蹄
図
司

際
査
部
を
一
括
し
て
支
給
さ
れ
る
習
慣
に
な
っ
て
い
る
こ
と
で
品
る
。
ち

っ
と
も
、
必
要
に
臨
じ
で
間
貸
金
と
し
て
そ
の
一
部
を
支
給
す
る
こ
と
も
内

あ
る
が
、
そ
の
額
は
極
凶
て
少
い
。
因
み
に
被
ち
は
蹄
郷
の
際
収
入
の
八

割
以
上
を
時
開
る
と
い
わ
れ
る
。
彼
ら
が
隷
細
農
の
生
市
を
支
え
る
季
節

的
出
稼
掛
倒
者
で
あ
る
こ
と
を
考
f
併
せ
ば
か
か
る
事
情
は
自
ら
首
肯
さ

れ
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

弐
仁
生
一
産
規
模
仁
つ
い
て
若
干
附
言
し
よ
う
円
維
新
後
仁
お
付
る
伏
見

酒
匙
業
の
但
産
規
模
は
「
表
四
」
に
み
ら
れ
る
遁

h
で
あ
る
が
、
そ
れ
は

前
述
り
ご
と
く
査
開
平
均
と
は
か
な
り
上
廻
っ
た
敷
牢
を
一
目
し
て
い
る
。

し
か
し
、
伏
見
の
酒
遣
業
が
大
規
顕
で
あ
Z
と
叫
い
う
て
色
ぞ
れ
は
飽
く

ま
で
酒
件
一
国
業
自
慢
じ
つ
い
て
い
え
る
こ
と
で
あ
つ
で
、
他
の
蒼
業
と
比
較



す
る
と
き
は
ち
と
よ

b
そ
の
零
細
性
を
認
め
な
い
わ
り
に
は
甲
か
な
い
。

伏
見
の
沼
治
業
者
申
職
工
三
百
人
以
上
使
用
工
場
は
僅
か
一
一
一
ニ
仁
左

E
ま

h
他
は
い
づ
れ
も
=
十
人
な
い
し
三
十
ベ
程
度
で
あ
3
拙
か
ら
も
右
目
事

情
は
容
易
に
肯
り
る
で
あ
ろ
う
。
か
か
る
生
産
規
模
の
零
細
性

t
k映
し

て
企
業
形
態
も
ま
た
個
人
純
替
が
支
配
的
で
あ
る
。
昭
和
二
年
、
酒
器
世
帯

岩
数
回
士
一
の
中
で
曾
官
組
織
の
も
の
僚
か
八
骨
数
え
る
じ
過
草
な
い
。

も
っ
と
も
爾
後
曾
祉
形
態
を
採
る
も
り
は
漸
衣
増
加
し
て
い
る
が
、
し
か

し
そ
れ
ら
は
い
づ
れ
ち
い
わ
明
る
『
同
族
曾
祉
』
の
域
合
出
忍
も
の
で
は

な
〈
、
質
質
的
に
は
伺
人
柄
鵬
首
と
大
き
芯
距
り
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
な

山
川
正
徳
五
年
「
和
漢
コ
一
才
圃
曾
」
に
一
罰
さ
れ
た
膜
誼
法
「
灘
酒
泊
草

誌
」
五
五
頁
。

向
日
本
担
行
調
査
崩
「
酒
誼
業
=
闘
ス
ル
調
査
、
伏
見
=
於
ケ
ル
酒

造
業
」
八
頁
。

向
伏
見
商
撞
組
合
に
お
け
る
協
定
賃
棋
の
一
例

頭

代

司

配

廻

三

番

上

人

中

人

下

人

大
正
六
年
回
一
呉
鋸
同
了
四
六
回
一
呉
昌
内
田
己
主
l
=
一
唱
王
子
量
一
一
E
l
Z
一
一

大
正
七
年
九
O

九
O

八
O

八
O

士
O

宍
O

五
五

回
一
配
給
過
程
と
金
融

摺
の
原
耕
は
前
述
白
ご
と
く
米
と
ホ
で
あ
る
。
原
粉
米
の
良
否
が
製
成

後
の
品
質
に
重
大
な
影
響
を
及
ほ
す
こ
と
は
い
う
ま
で
色
な
い
。
じ
た
が

っ
て
、
原
岨
柄
米
の
仕
入
仁
際
し
て
は
毛
の
債
格
と
と
も
仁
米
質
仁
大
き
な

伏
見
荷
造
業
の
賢
建

関
心
が
挽
わ
れ
る
。
伏
見
即
の
場
合
、
主
と
し
て
丹
波
、
情
津
、
幡
府
米
h
T

原
耕
と
し
て
使
用
し
て
い
る
が
い
づ
れ
も
い
わ
り
る
『
フ
ト
米
』
(
大
粒

米
)
が
選
ば
れ
る
。
原
糾
米
の
買
入
仁
は
通
常
仲
買
人
仁
一
定
の
手
数
斜

を
供
し
て
買
付
を
委
託
す
る
方
法
が
採
ら
れ
て
い
る
。

醸
造
じ
用
い
る
水
は
矛
の
水
費
如
何
に
よ
っ
て
醗
酵
獄
態
を
異
に
し
、

製
成
後
に
布
い
て
も
品
質
に
惨
な
か
ら
岨
影
響
子
及
ぼ
す
こ
と
原
料
米
の

場
合
と
同
U
で
あ
る
。
そ
こ
ア
温
水
の
一
選
揮
じ
あ
亡
つ
て
は
並
々
な
ら
ぬ

苦
慮
が
捕
わ
れ
る
わ
け
で
色
忍
炉
、
伏
見
の
場
合
は
各
洞
浩
説
者
ザ
ぞ
れ

ぞ
れ
井
戸
を
所
有
し
そ
の
汲
水
を
醸
造
別
本
と
し
て
慣
用
し
て
い
ー
し

か
し
、
題
水
白
調
出
す
る
井
戸
は
水
服
の
闇
係
で
あ
る
一
一
定
の
匝
域
内
に

存
在
し
醸
法
場
よ
り
多
少
の
阻

h
が
品
る
仁
め
、
通
常
は
大
曳
と
呼
ぶ
傍

偶
者
全
雇
っ
て
運
搬
さ
せ
て
い
る

i

さ
て
、
維
新
後
仁
右
吋
る
伏
見
酒
町
一
回
給
過
粧
を
圏
一
訴
す
れ
ば
宍
白
ご

と
〈
で
あ
る
が
、
取
引
の
方
法
は
そ
の
針
象
と
す
弘
市
場
の
地
域
に
よ
っ

て
異
っ
て
い
る
。
即
ち
、

(
A
)
は
東
京
を
中
心
と
す
る
関
東
地
方
に
劃

し
て
行
わ
れ
て
い
る
『
仕
切
買
』
(
寄
託
販
貰
)
の
方
法
で
品
る
。
こ
れ

は
、
江
戸
時
代
、
離
酒
が
江
戸
積
を
行
つ
七
場
合
の
取
引
方
法
と
同
巴

(
、
澗
遣
業
岩
が
強
め
一
定
の
問
屋
と
契
約
を
結
び
、
問
屋
仁
手
数
剰
を

供
し
て
既
責
苦
委
託
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
一
場
合
、
酒
造
業
者
り
側
か

ち
指
植
を
す
る
こ
と
も
あ
る
が
、
多
〈
は
『
成
行
責
』
の
方
法
が
採
ら
れ

る
。
代
金
の
決
済
は
出
荷
後
大
十
日
な
い
し
七
十
日
で
毛
の
一
部
を
受
取

b

(荒
仕
切
三
時
間
額
は
年
二
岡
、
六
月
と
十
月
に
清
算
す
る
慣
わ
し
と

第
ヨ
ハ
十
九
巻

プL

O 

第
三
・
四
競

ブL



伏
見
酒
遣
業

A

日
後
遺

;:::ェ:E23i
③一一(仲買人)ー→

，(種麹)

(燃料)

@ 

給ft~ 

者 I(c)一一一千ー{仲衣トー→|者

な
っ
て
い
る
。
こ
の
方
法
に
よ
る
と
き

は
仕
切
書
の
到
脅
す
る
ま
で
賓
慣
が
判
明

せ
子
、
ま
た
た
と
え
酒
遁
業
者
の
側
か
ら

指
値
守
し
て
も
問
屋
は
そ
れ
ぶ
筏
わ
な
い

ば
か
り
で
な
く
、
臆
々
一
買
残
b
、
若
〈
は

関
版
酒
を
返
回
附
し
て
く
る
こ
と
が
あ
る
。

し
に
が
っ
て
、
酒
造
業
者
に
と
っ
て
決
し

て
有
利
な
方
法
と
は
い
え
な
い
。
乙
れ
に

封
L
1
(
B
)
は
主
と
し
て
関
西
地
方
自

問
屋
と
の
間
仁
行
わ
れ
る
取
引
方
法
で
あ

る
。
こ
の
場
合
『
仲
弐
』
1

ど
稿
す
る
プ
E

1
カ
ー
が
半
居
間
場
と
問
屋
と
司
問
に
立
ち

若
干
の
草
敷
糾
恥
得
て
取
引
の
仲
介
が
一
行
/

ぅ
。
代
金
白
決
済
は
逼
常
者
桁
と
同
時
に

半
金
ぞ
度
受
し
、
残
額
は
占
ハ
イ
日
後
仁
清

算
す
る
方
法
vm
探
色
れ
で
い
石
。
し
た
が

っ
て

(
A
)
の
場
合
と
比
較
し
て
、
透
か

に
有
利
で
あ
る
こ
と
は
論
守
侠
た
な
い
。

(
C
)

は
止
欝
者
と
小
寅
業
者
と
の
直
接

取
引
ず
あ
る
が
、
維
新
後
の
配
給
過
程
に

あ
っ
て
は
寧
λ

例
外
的
な
方
法
で
あ
る
。

弐
仁
、
伏
見
酒
の
出
荷
時
期
及
び
そ
の

第
六
十
九
巻

7L 

事
一
一
一
・
四
披

出荷由時期 }I<!J'態様 /出荷のl
f ヘ 火入した酒を1最盛期/
(一二、 園桶にλれる
ド青酒) 乙こな〈直ち
¥-，..-ノ に樟に詰めた

I もの。

函ー→li!J!J--一一(本火1韻缶詰 4，一
↓ (圃卜→~→(瓶詰)iSF非常

雨三司一一ー一一ーヲ(市却]亨期を越す自民 10月
μニ一一一~ 自引をもってー

!kA1!I:1ー匝豆戸(献)長官民主 6，.7)j 

(主主)桶賓とは閏桶にあるも的をそのまま出荷ずる J:骨 夏中に
五り樽に詰め
かえたもので
そり際再び先
入を行ろ。

時

二九

憎
穏
に
つ
い
て

み
よ
う
。

上
圃
ド
よ
れ

ば
出
荷
山
時
期

に
麿
じ
て
そ
れ

ぞ
れ
肝
臓
の
鹿

置
が
異

ιす
る

こ
と
が
ま
守
知

ら
れ
よ
う
や
出

荷
は
色
と
よ
も

一
年
を
遁
じ
て

行
わ
れ
る
が
、

そ
の
最
牌
期
は

九
月
か
巴
寸
一
一

月
ま
で
で
あ

る
。
こ
れ
は
酒

の
需
専
期
と
一

致
す
る
こ
と
い

ろ
ま
で
も
な
い

が
、
一
方
仁
布

い
て
新
摘
の
仕

弘
、
酒
掛
町
支



掛
の

t
め
の
資
金
調
濯
の
表
現
で
も
あ
る
。

出
荷
の
臨
援
は
『
桶
酉
』
門
樟
詰
』
『
曝
詰
』
で
あ
る
が
、
託
年
に
な
る

に
し
た
が
っ
て
『
得
詰
』
『
棲
詰
』
が
医
倒
的
な
比
重
ぞ
持
つ
に
い
た
つ

t
。
け

rし
聡
港
・
取
引
の
便
宜
に
ぷ
〈
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
各
酒
浩
業

者
U
Y

自
家
町
製
品
γ

い
そ
れ
ぞ
れ
の
商
標
(
名
柄
)
を
定
め
、
ぞ
れ
を
色
つ

で
阪
絡
の
関
張
世
間
ら
ん
と
す
る
意
圃
に
よ
る
も
の
で
晶
る
e

筒
、
樟
詰

に
際
し
で
は
酒
に
爽
快
な
香
り
、
芳
醇
な
風
味
を
興
え
る
た
め
、
葡
萄
酒

日
櫛
材
を
用
い
る
よ
う
に
、
古
来
か
ら
良
一
質
の
杉
材
が
用
い
ら
れ
て
い

忍
。
伏
見
の
場
合
は
事
L
吉
野
町
杉
材
と
瞬
時
野
町
竹
材
を
も
っ
て
製
し

n
 

t
揮
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。

と
と
ろ
で
、
維
新
後
に
お
け
る
伏
見
澗
若
葉
阿
国
給
過
程
が
江
戸
時
代

白
そ
れ
と
異
る
主
要
な
舶
は
問
屋
の
介
入
で
あ
る
。
醗
酒
に
あ
っ
て
は
江

戸
時
代
か
ら
す
で
に
問
屋
の
人
T
在
が
み
ら
れ
る
が
、
伏
見
の
場
令
閑
屡
の

存
在
ぞ
知
る
費
剥
が
一
つ
も
見
営
ら
な
い
。
取
引
は
す
べ
て
浩
酒
屋
と
請

酒
屋
(
小
買
業
者
)
の
間
に
仲
弐
を
介
し
て
行
わ
れ
た
。
市
場
町
狭
随
さ

が
問
屋
白
存
在
を
必
要
左
し
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
お
o

も
っ
と
色
、
問
屋

町
介
在
そ
の
も
の
を
新
し
い
形
態
で
あ
る
と
決
め
つ
け
る
こ
と
は
で
き
な

い
が
、
伏
見
の
場
合
、
そ
れ
を
い
わ
明
る
地
酒
か
ら
銘
酒
へ
の
設
展
守
物

語
る
一
つ
の
相
標
と
品
唱
え
で
差
支
え
仕
い
マ
あ
ろ
う
。
筒
、
第
二
次
大
戟

3

と
と
も
仁
配
給
面
仁
お
い
て
も
償
霊
な
官
僚
統
制
が
布
か
れ
に
こ
と
は
い

ま

r記
憶
に
新
に
な
と
こ
ろ
で
あ
る
。

最
後
に
伏
見
酒
造
業
仁
お
げ
る
金
融
じ
つ
い
で
一
言
し
よ
う
。
上
来
再

伏
見
酒
誼
業
の
鐙
撞

第
宍
十
丸
巻

三
述
べ
た
こ
と
く
、
酒
の
失
震
は
一
年
の
中
あ
石
一
定
の
期
間
前
み
に
仔

わ
れ
各
ち
の
で
ゐ
b
、
し
た
が
つ
で
、
そ
の
金
融
も
毎
年
殆
ん

E
一
定
の

周
期
律
を
も
っ
て
繰
返
白
れ
否
。
即
ち
、
酒
活
年
度
の
娩
期
で
あ
る
十
月

に
は
需
具
の
買
入
、
修
理
、
原
料
未
の
仕
入
、
楢
遇
税
第
二
期
分
の
納
付

が
あ
b
多
額
の
資
金
を
必
要
と
す
あ
が
、
こ
の
期
は
さ
き
に
見
に
ご
と
〈

製
品
の
版
賓
期
で
品

b
い
ま
f
資
金
の
需
裂
が
茜
し
く
起
る
に
は
い
に
も

な
い
。
と
こ
ろ
が
、
=
一
月
か
ら
四
月
仁
か
げ
て
は
第
三
期
の
納
税
及
ぴ
戚

人
に
針
す
る
賃
銀
の
支
排
が
ゐ
る
に
も
拘
ら
十
阪
賓
が
そ
れ
仁
仲
山
守
、

最
も
金
融
白
必
要

ι迫
ら
れ
る
期
間
で
品
る
。
こ
の
場
合
必
す
し
も
誼
卸

表 6 大lE7年伏見所在銀{における
酒匙謀者に型討する貸付践高表

l伏且担行!?呼|妻都匂 計

1月末 A0456F 1品，81f

2月末 444，162 164，γ85 59，2041 tW，s，l.51 

3J'l末 378，808 205，δ24 54，0981 638，430 

4月末 519，886 239，811 89，1641 848，861 
5月末 461，840 184，762 98，015 7M，517 
6月末 |480，O70 88，777 95，159 s14，006 
7月末 388，199 83，306 111;279 582，78 

8月末 319，548 92;093 72，3町484，004
9月末 宮92，257 56，806 83，898 i 432，961 
10月末 294，046 102，D61 88，247 484，85 

11月末 871，985 97，u87 109，922 597，49. 

12月末 659，489 221，127 135，438 1016，054 

(日錨調査局「前掲書J32_3頁〉

丸

停
=
了
囚
披

ブL



伏
見
酒
建
業
。
受
注

、

と
は
思
え
な
い
が
、
大
五
七
年
度
に
お
け
る
伏
見
所
在
三
銀
行
の
潤
造
業

者
に
叫
劃
す
る
貸
付
金
残
高
に
よ
っ
で
、
ぞ
の
一
端
を
窺
う
こ
叫
が
で
き
よ

う

0

2
丘
六
)

金
融
の
方
法
は
銀
行

hyE借
入
れ
る
外
、
問
屋
か
巴
融
通
そ
受
付
る
場

合
も
あ
る
。
そ
れ
は
通
常
一
官
数
量
の
酒
の
寅
買
を
契
約
し
、
そ
申
代
償

の
一
部
そ
手
附
金
と
し
て
受
入
れ
、
そ
の
か
わ

h
製
品
白
代
債
を
剖
引
〈

と
い
う
方
法
が
と
ら
れ
て
い
る
。
し
亡
が
っ
て
、
そ
の
限
h
L
お
い
て
問

時
資
本
の
牛
産
介
入
を
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
『
相
嘗
ノ
資
産

ア
リ
枇
曾
一
一
多
少
ノ
名
欝
ヲ
博
セ
ル
酒
治
家
ハ
酒
問
屋
ヨ
リ
費
金
ノ
融
通

ヲ
仰
グ
ヲ
慢
ジ
ト
セ
ザ
炉
風
ア
リ
従
ツ
テ
此
方
法
一
一
依
り
資
金
ヲ
調
達
ス

ル
ρ
比
較
的
滞
資
一
一
シ
テ

E
ー
ッ
小
規
模
ノ
醸
請
ヲ
ナ
ス
酒
治
家
ニ
限
ラ
U
V

ル
有
様
』
(
日
銀
調
査
局
「
前
掲
書
」
〕
で
あ
っ
た
か
ら
酒
造
業
に
お
け
る

間
開
資
本
の
介
入
は
一
般
に
弱
か
つ
に
と
み
る
べ
き
で
品
ろ
う
。

山
川
月
別
出
荷
石
教
の
一
一
明
(
昭
和
四
年
)

一

月

二

月

三

月

四

月

五

月

六

且

晶、
E
Z
六
ぉ
七
、
一
一
九
人
品
、
田
舎
一
一
己
、
ロ
一
-
九
回
、
哲
官
官
回
、
一
一
司

七

月

人

月

丸

月

十

月

+

一

月

十

二

月

回
三
量
石
豆
、
量
一
コ
一
、
金
一
-
一
七
、
一
z
耳
一
回
、
九
九
八
一
人
、
ニ
ロ
八

向
昭
和
国
年
調
査
に
よ
れ
ば
、
伏
見
に
お
け
る
製
樽
業
者
数
十
品
、

従
業
員
数
百
三
十
人
で
お
っ
た
。

的
本
庄
柴
拍
郎
「
伏
見
建
酒
槽
仲
間
」

民
研
究
」
三
=
二
頁
)
参
照
。

(
同
氏
著
「
日
本
一
位
入
暫
回
線
酒

第
六
十
九
巻

デL
= 

事
三
・
国
擁

7L 
凪

五

結

び

以
上
仁
お
い
て
極
め
て
大
雑
把
に
で
は
ゐ
る
が
伏
見
酒
正
案
由
接
点
遣
を

跡
付
け
、
そ
の
生
産
機
構
並
び
に
回
給
過
程
を
明
か
に
し
に
。
い
ま
本
稿

骨
格
る
に
ゐ
に
b
、
上
京
述
べ
た
と
乙
ろ
を
概
括
的
に
掲
げ
て
結
論
と
し

ょ，フ。証
世
初
頭
に
勃
興
し
、
江
戸
時
代
、
い
わ
mv
る
地
酒
と
し
て
伏
見
及
び

そ
白
近
在
の
需
要
企
賄
っ
て
い
た
伏
見
の
酒
浩
業
は
、
維
新
後
、
自
然
的
、

極
相
倒
的
係
件
に
恵
土
れ
銘
酒
と
し
て
厨
t
全
園
市
場
に
登
場
す
る
目
賢
し

い
設
展
張
hJE--
し
七
。
止
運
一
同

m上
昇
・
井
産
規
模
の
関
大
は
も
と
よ

h
、
中
川
産
工
税
に
お
い
て
も
可
能
な
限
り
で
機
械
D
導
入
が
行
わ
れ
、
四

季
醸
誼
の
割
問
備
向
。
ぇ
出
現
す
る
に
い
た
っ
た
。
一
方
、
間
給
通
稗
に
お
い

て
は
市
場
の
措
大
に
件
っ
て
問
屋
が
介
入
す
る
己
と
と
な
ヨ
仁
が
、
こ
の

場
合
、
酒
浩
業
者
は
問
屋
の
支
配
を
四
一
家
る
こ
と
な
〈
、
自
己
の
資
本
を
も

っ
て
業
樫
を
支
タ
自
壬
的
在
地
位
を
保
っ
て
き
に
。

し
か
し
な
が
ら
、
伏
見
り
酒
浩
莱
が
維
新
後
目
賢
し
い
袈
展
を
途
け
に

と
は
い
え
、
澗
浩
美
の
性
格
そ
の
も
の
は
い
ま
も
う
て
そ
の
前
期
性
骨
者

ち
肱
脚
し
到
れ
な
い
で
い
る
非
近
代
的
工
業
で
あ
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な

い
ひ
な
ぜ
な
ら
ば
完
産
行
程
や
勢
働
編
制
は
機
械
の
導
入
、
或
は
勢
働
者

数
の
増
加
に
も
拘
ら
十
江
戸
時
代
の
そ
れ
と
本
質
的
に
異
っ
て
お
ら
す
、

ま
に
製
品
の
性
質
上
異
り
ょ
う
が
な
か
っ
に
こ
と
、
し
亡
い
か
つ
て
牢
ー
差
規

模
の
措
大
に
は
自
ら
限
界
が
あ
b
、
企
業
形
態
の
近
代
化
も
極
め
て
停
浦



的
で
ゐ
る
か
ら
で
あ
る
。
か
か
る
奮
い
姿
白
ま
ま
、
中
小
工
業
と
し
て
皆

ま
れ
て
き
た
酒
造
業
炉
、
新
し
〈
勃
興
し
仁
萎
酒
、
嬉
酒
な

E
の
近
代
的

醸
誼
工
業
の
中
に
あ
っ
て
自
己
の
姿
を
い
か
に
控
え
で
mv
〈
止
は
甚
七
興

味
の
め
r
司
令
問
題
で
あ
ろ
う
。

遁

記本
稿
の
資
料
は
一
々
掲
げ
な
か
っ
た
が
、
主
と
し
て
伏
見
酒
遁
組
合

及
び
伏
見
に
お
け
る
郷
土
且
家
故
高
橋
民
一
民
所
臓
の
も
の
に
よ
っ

た
。
記
し
て
感
謝
の
意
を
表
す
る
。

京
都
大
事
鰹
演
事
部
創
立
三
+
週
年
記
念
論
文
集

第

集

第
六
十
悶
港

第
一
・
二
・
=
一
披

(
唱
和
廿
四
年
九
月
後
行
)

預
金
通
貨
概
念
の
問
題

中
園
史
上
に
お
け
る
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
に

就

て

:

穂

中

濁
'
H

出
資
本
主
義
と
外
闘
市
場

松

園
有
鋪
道
に
お
け
る
資
本
と
労
働

島岸

本

英

士

郎
恭

枇
品
開
政
策
心
理
論
と
「
階
級
闘
争
」

状
見
酒
誼
業
旧
費
建

各積井

丈

寅
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